A Study on Core-Curriculum Development at Reform Period in Postwar Days -Compound Type Curriculum of Tokyo Gakugei University Attachment Elementary School- by 水原 克敏
19戦後改革期におけるコア・カリキュラムの開発研究　―東京学芸大学附属小学校の「複合型カリキュラム」―（水原）
序　課題と方法































































































































1 健 康 身体の保護保全及び健康を増進するために必要な基本的なこと（清潔，衛生，栄養，運動，睡眠，病気，整理等）がわかっている。





3 社 会 的 理 解 人間相互の協力依存の関係を理解し，社会正義に鋭い感覚を持っている。




5 仕 事 と 生 産 勤労の意味，仕事の社会的価値に対して正しい理解を持ち，職業及び生徒に関する知識を持っている。
6 交通通信運輸 文化の発展，生産の向上にもたらす交通，通信，物資の交流，分配をあずかる運輸の意味とその現状を理解し，その発展を考える。
7 新聞雑誌ラジオ 人間生活における意義と現状を理解し，その発達を考える。
8 教 育 教育の社会的機能，施設，進学及び学校社会の生活の正しいあり方がわかってくる。
9 数 理 日常の生活や事象を数理的に理解し，合理的に処理する知識をもっている。
10 大自然の理法と天 然 の 資 源
大自然の理法，四季の運行，生物，鉱物等の天然資源，それ等を支
配している秩序に対して初歩的な理解をもっている。
11 文 学 童話，童謡等の児童文化に清らかな興味をもっていると共に詩歌，文章を理解することができる。
































































8 審 美 的 美を愛し，鑑賞することを喜び，これを求めようとする。
9 健康の習慣 健康を保持し増進するためのよい習慣を身につけている。
図表 4　教育目標（技能）













3 道 具 の 使 用 文化生活に普通な用具や機械器具，施設などを巧みに使いこなすと共に，手入れや始末がきちんとできる。




















7 音 楽 快く歌唱ができ，楽譜がわかる。簡単な楽器を奏することもでき，また一寸した作曲ができる。




































































































































Scope 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年
生命財産の保護保全 省略 省略 省略 省略 省略 省略
自然資源の保護利用 省略 省略 省略 省略 省略 省略




























物 の 分 配・ 消 費 省略 省略 省略 省略 省略 省略
物 の 運 輸 省略 省略 省略 省略 省略 省略
交 通・ 通 信 省略 省略 省略 省略 省略 省略











































月 1年 2年 3年 4年 5年 6年
4 たのしい学校 2年生になって 私たちの学校 学校自治 よい家庭生活 貿易（凡そ6週）
5 じょうぶなからだ 私のうち 私たちの生活 大昔の生活 　 生活の合理化
6 おともだち 丈夫なからだ 夏の生活 たのしい生活 郷土の文化施設 （凡そ1週）
7 なつのあそび たのしい夏 　 　 　 　
9 秋の学校 たのしい秋 郷土の交通 　 日本の農業と生活 　




11 学校の近所 町の人 郷土の慰安 世田谷の発達 日本の工業 　
12 わたくしのうち 　 冬の生活 　 　 　
1 　 たのしい冬 　 ひらけゆく東京 日本の交通 のびゆく文化（凡そ6週）
2 たのしい学校学げい会 　 私達の町 　
日本の政治機
関 　












































































































































































































要項 1年 5年 6年






こ と ば 正しいことば 同上，発表力をつける 同上





















もののつかい方 校具をていねいに，もちものに記名する ものの修理 同上






放 送 聴 取 だまってきく 同上 同上
































































































































































































































































計 算 練 習
掃　　　除
反　　　省 反　　　省 反　　　省 反　　　省
掃　　　除 掃　　　除 掃　　　除 掃　　　除
対 抗 野 球














































































































































家庭科的 0 0 0 0 4 4
理 科 的 9 8 8 10 9 9
国語科的 13 13 12 10 6 6
算数科的 9 8 8 4 3 3
音楽科的 9 8 4 3 2 2
図工科的 9 8 8 3 2 2
お稽古






数 量 形 6 8 8 10 10 10
音 楽 0 0 3 3 4 4
図 工 4 4 4 4 4 4
家 庭 0 0 0 0 5 5
運動
（健康体育）







自 治 会 0 0 2 3 3 3













































1 ．貿易の重要性 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　
2．貿易の歴史性 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○
3．輸出産業の現状 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　
（省略） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
13．貿易振興の方法 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○
14．貿易関係者やわれわれの心得 　 　 ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 　




1 ．要点をとらえてきく 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　
2．意見をまとめて発表する 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　
3．きれいにまとめてノートする 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 　
（省略） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
8．参考書を巧みに使用する 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　
9．資料をあつめて整理する 　 ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　




1 ．他人の言動に対する寛容さ 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 　
2．他人の権利を尊重する 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 　
3．他人に迷惑をかけない 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 　
（省略） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
8．社会事象に興味をもつ 　 ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 　
9．物を尊重し使用する 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　






























































































































































































































































































































































































課程 計社会的 理科的 国語 算数 音楽 図工 家庭 体育
1 4 2 6 3 2 3 / 3 4 27
2 4 2 6 4 2 3 / 3 4 28
3 5 2 6 4 2 3 / 3 5 30
4 5 3 7 5 2 2 / 3 7 34
5 6 4 7 5 2 2 1 3 9 39
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